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 target の大きさ，数，濃度を変えて時間分解波形を取得し，画像再構成を行った．target が 1
つの場合は妥当な画像が得られた．targetが 2つの場合は中心間距離が小さくなるほど再構成さ
れにくかった．また表面近傍にある targetは，拡散近似が成り立たないため，画像再構成されづ
らい可能性があることが分かった．また蛍光寿命，量子収率，モル吸光係数など蛍光特性が画像
再構成に与える影響が大きいことも分かった． 
 以上のように，小動物中に注入した蛍光物質の断層像取得が可能であることを示した． 
 
